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マーケティング関連図



マーケティング関連図の作成方法

メインターゲット、第一商品・第二商品、事業を行うにあたっての戦略を明確にすることで、
事業の全体像を明確にします。

また、書くことにより、曖昧な部分、ブレを認識することができます。

①誰に
  　メインターゲットは誰なのか？セグメントを細分化し、一番注力すべき顧客層を明確にします。

②何を
  　事業を通じて何を提供しているかを明確にします。
        第一商品 ：提供する商品のハード面、サービスそのもの。　表面的な≪モノ≫
        第二商品 ：提供する利便性など、利用することによって得られるソフト面。　心が感じる≪コト≫

③どの様にして
　　事業戦略などを推進するためにあたり必要となる戦術。

④どう感じさせて
　　第二商品を具体化したものや、事業コンセプトなど。

⑤どう供給するか
　　戦術面（“どの様にして”）を実現するためのインフラや体制・仕組みなど。

目的

各項目の説明



②　何を

①　誰に

③　どの様にして

④　どう感じさせて

⑤　どう供給するか

（１）ＦＣシステムによる展開

（２）ドミナント出店方式

（３）売れ筋商品を必ず陳列

（４）オリジナル商品の開発

（５）単品管理

20歳代の未婚の人

　・半径500ｍ以内在住

　・24時間活動型人間

　・単身生活者

（１）開いていてよかった、「利便性」「満足感」

（２）時間の効率化

（３）基本４原則

　　①新鮮な商品を揃える（鮮度管理）

　　②売れ筋商品を揃える（品揃え）

　　③明るくて清潔（クリンネス）

　　④親身な接客（フレンドリーサービス）

（１）情報システムの活用

（２）多品種少量、多頻度配送

（３）無休配送センターの活用

（４）商品の温度別集約配送

（５）問屋の集約化

（６）共同配送センターの活用

（１）第一商品：

　・日用雑貨、台所・家庭用品類

　・食品、菓子、ファーストフード、米、酒

　・雑誌・書籍、ゲームソフト、チケット、ＤＰＥ

　・プリペイドカード、ギフトカード類

　・料金収納サービスの取扱、ＡＴＭの設置

　・宅配便受付、配食サービス（関東地区）

（２）第二商品：

　「便利さ、気軽さ」に加え「満足感”と“夢」

マーケティング関連図記入例

※モデル：セブンイレブン


